
2023 年 10 月 6 日 

各 位 

 会 社 名 株式会社三陽商会 

 代表者名 代表取締役社長 兼 社長執行役員 
  大江 伸治 

  （コード：8011 東証プライム） 
 問合せ先 経営統轄本部 IR 部長 
  谷内 祥宏 
  （TEL: 03-6380-5421） 

第 2 四半期業績予想と実績値との差異及び 

通期業績予想の修正及び配当予想の修正に関するお知らせ 

当社は、2023 年 6 月 30 日に公表致しました 2024 年 2 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想と本日公表の

実績値において差異が生じましたこと、また当該実績値等を踏まえ、本日開催の取締役会において、2024 年 2 月期通期

連結業績予想及び１株当たり配当予想をそれぞれ修正することと致しましたので、下記の通りお知らせ致します。 

記 

1. 2024 年 2 月期第 2 四半期（累計）連結業績予想値と実績値との差異（2023 年 3 月 1 日～8 月 31 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属する 

四 半 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

四 半 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

28,000 

百万円 

200 

百万円 

250 

百万円 

200 

円 銭 

17.16 

実績値（Ｂ） 28,155 718 787 744 63.84 

増減額（Ｂ－Ａ） 155 518 537 544  

増減率（％） 0.6 259.0 214.8 272.0  

（参考）前期実績 

（2023 年 2 月期第 2 四半期）  
25,464 △317 △141 △246 △20.28 

 

2. 2024 年 2 月期通期連結業績予想数値の修正（2023 年 3 月 1 日～2024 年 2 月 29 日） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属する 

当 期 純 利 益 

１ 株 当 た り 

当 期 純 利 益 

前回発表予想（Ａ） 
百万円 

61,000 

百万円 

2,700 

百万円 

2,800 

百万円 

2,500 

円 銭 

214.47 

今回修正予想（Ｂ） 61,500 3,100 3,200 2,800 240.00 

増減額（Ｂ－Ａ） 500 400 400 300  

増減率（％） 0.8 14.8 14.3 12.0  
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（参考）前期実績 

（2023 年 2 月期） 
58,273 2,235 2,437 2,155 178.68 

 

3. 配当予想の修正 

 年間配当金 

 第 2 四半期末 期末 合計 

前回予想 
円 銭 

0.00 

円 銭 

59.00 

円 銭 

59.00 

今回修正予想  88.00 88.00 

当期実績 0.00   

前期実績 

（2023 年 2 月期） 
0.00 55.00 55.00 

 

4. 差異及び修正の理由 

2024 年 2 月期第 2 四半期連結累計期間につきまして、売上高は、人流回復やインバウンド需要の拡大により主力の

百貨店を始めとする実店舗への集客が順調に回復したこと、また外出機会の増加や各種イベント復活によりオケージョン対

応商品の需要の盛り上がりや、設立 80 周年の記念商品の投入による押上げ効果もあって、春夏物プロパー商材が全般に

好調に稼働したこと等により、前回予想を上回る結果となりました。利益につきましては、プロパー販売強化や値引販売の抑

制が計画通りに進展したこと、販管費は計画を下回ったこと等により、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する四半

期純利益は、それぞれ前回予想を上回りました。 

上記実績値を踏まえ、2023 年 6 月 30 日に公表しました 2024 年 2 月期の通期連結業績予想の修正を行うこととな

りました。 

配当予想に関しまして、当社は、2022 年4 月14 日公表の「中期経営計画（2023 年 2 月期～2025 年2 月期）」

において、2024 年 2 月期の株主還元目標を DOE（株主資本配当率）2%としておりました。今般、本日公表した「PBR

改善計画」に記載した「配当水準の段階的向上」を実行し、2024 年 2 月期の株主還元目標を DOE 3%に変更致しま

す。これに伴い、2024 年 2 月期の期末配当予想も、1 株当たり 59 円から 29 円増配の 88 円に修正致します。 

 

(注) 上記の予想は現時点で入手可能な情報に基づいて作成したものであり、実際の業績は今後発生する様々な要因よって予想数値

と異なる可能性があります。 

 

以 上 


